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(57)【要約】
【課題】複数のパイプ材を連結できるとともに、これら
のパイプ材への取付け及び取外し作業を容易に行うこと
ができるパイプ材固定具、パイプ材固定構造及びパイプ
材固定方法の提供を目的とする。
【解決手段】本発明のパイプ材固定具は、第一パイプ材
に周方向に嵌合する断面略Ｃ字状の連結部と、上記連結
部の内面に形成され、第一パイプ材の挿通孔及びこの挿
通孔と重なり合って配置される第二パイプ材の係止穴に
嵌合される第一突起部とを有し、上記第一突起部が、上
記挿通孔と嵌合される基部と、この基部の上方に延設さ
れ、上端から下端側縁にかけて周方向に傾斜した形状を
有する先端部とを有している。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口側先端付近に挿通孔を有する第一パイプ材と、上記第一パイプ材の開口に挿入され
た状態で上記挿通孔と重なり合う位置に係止穴を有する第二パイプ材とを連結するパイプ
材固定具であって、
　上記第一パイプ材に周方向に嵌合する断面略Ｃ字状の連結部と、
　上記連結部の内面に形成され、上記挿通孔及びこの挿通孔と重なり合って配置される係
止穴に嵌合される第一突起部と
を有し、
　上記第一突起部が、
　上記挿通孔に嵌合される基部と、
　この基部の上方に延設され、上端から下端側縁にかけて周方向に傾斜した形状を有する
先端部と
　を有するパイプ材固定具。
【請求項２】
　上記先端部が、上記第二パイプ材の挿入方向側において、上端から下端側縁にかけて傾
斜した形状を有している請求項１に記載のパイプ材固定具。
【請求項３】
　上記先端部が、上記第二パイプ材の抜き取り方向側において、径方向と略平行に形成さ
れる非傾斜形状を有している請求項１又は請求項２に記載のパイプ材固定具。
【請求項４】
　対向する一対の挿通孔を開口側先端付近に有する第一パイプ材と、上記第一パイプ材の
開口に挿入された状態で上記一対の挿通孔と重なりあう位置に一対の係止穴を有する第二
パイプ材とを連結するパイプ材固定具であって、
　上記連結部の内面に形成され、上記一対の挿通孔のうち上記第一突起部が嵌合されない
方の挿通孔及びこの挿通孔と重なり合って配置される係止穴に嵌合される第二突起部を有
し、
　上記第二突起部が、上記第一突起部が有する傾斜形状と対向する位置に傾斜形状を有し
ている請求項１、請求項２又は請求項３に記載のパイプ材固定具。
【請求項５】
　上記連結部の端部から外側に向けて湾曲して延出される把持部を有する請求項１から請
求項４のいずれか１項に記載のパイプ材固定具。
【請求項６】
　一又は対向する一対の挿通孔を開口側先端付近に有する第一パイプ材と、上記第一パイ
プ材の開口に挿入された状態で上記一又は一対の挿通孔と重なり合う位置に係止穴を有す
る第二パイプ材とが、請求項１から請求項５のいずれか１項に記載のパイプ材固定具を用
いて連結されたパイプ材固定構造。
【請求項７】
　開口側先端付近に挿通孔を有する第一パイプ材と、上記第一パイプ材の開口に挿入され
た状態で上記挿通孔と重なり合う位置に係止穴を有する第二パイプ材とを、請求項１から
請求項５の何れか１項に記載のパイプ材固定具によって連結するパイプ材固定方法であっ
て、
　上記挿通孔及びこの挿通孔と重なり合って配置される係止穴に上記第一突起部を嵌合す
る第一嵌合ステップと、
　上記連結部を上記第一パイプ材の周方向に嵌合する第二嵌合ステップと
　を有するパイプ材固定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パイプ材固定具、パイプ材固定構造及びパイプ材固定方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　現在、パイプ材は、仮設足場を設置するための骨組みや、組立ラックの支柱等、種々の
用途に使用されている。
【０００３】
　このようなパイプ材は、通常、複数を連結させて適当な長さに調整されて使用される。
従って、このようなパイプ材を用いて組立てられる仮設器具は、通常、比較的大きいもの
となることが多く、その高さも比較的高くなることが一般的である。また、このような仮
設器具には、人が登って作業したり、比較的重い物が設置、陳列等されることも多い。そ
れゆえ、このような仮設器具は、人が登って作業しているときや物が設置、陳列等されて
いるときに不意にパイプ材の連結が解除されると、作業者や物が落下して大事故につなが
るおそれがある。さらに、かかる仮設器具は、人が登ったり物が設置、陳列等されていな
いときにパイプ材の連結が解除された場合であっても、パイプ材自体が下にいる人の頭上
に落下する等の危険を有している。
【０００４】
　このような点から、今日、複数のパイプ材を連結することができる様々な固定具が発案
されている。このような固定具としては、例えば、連結固定具（特開２０１０－１２１７
５９号公報参照）が発案されている。この連結固定具は、パイプ材に外嵌される固定具本
体とこの固定具本体に連結される凸状体とを有しており、この凸状体を連結されるそれぞ
れのパイプ材が有する固定孔に挿入したうえで固定具本体をパイプ材に外嵌させることに
よりパイプ材を連結固定することができる。
【０００５】
　このような連結固定具によって複数のパイプ材を連結する場合、連結されるパイプ材の
各固定孔を重ね合わせ凸状体を固定孔に挿入するステップ、固定具本体でパイプ材を周方
向に挟持するステップ及び固定具本体の両端を連結固定するステップという少なくとも３
つのステップを踏むことが必要となる。また、このような連結固定具によって連結された
複数のパイプ材を取り外す場合には、固定具本体の両端の連結を解除するステップ及び凸
状体を固定孔から抜き取るステップという少なくとも２つのステップを踏むことが必要と
なる。
【０００６】
　しかしながら、このような連結固定具によって連結されるパイプ材及びかかるパイプ材
を用いて組立てられる仮設器具は、建築や土木作業で使用される仮設足場、仮設ステージ
、展示会で使用されるディスプレイ用ラック等、主として一時的に用いられるためのもの
であることが殆どである。
【０００７】
　従って、このような仮設器具は、使用前に現場で速やかに組立てることができ、また、
使用後には速やかに分解して持ち運べることができるものであることが望ましい。
【０００８】
　このような点において、上記連結固定具は、パイプ材の連結及び取外し作業を行うにあ
たり、現場で求められる作業性を必ずしも満たすものではなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１０－１２１７５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明はこれらの不都合に鑑みてなされたものであり、複数のパイプ材を連結すること
ができるとともに、これらのパイプ材への取付け作業及び連結されたパイプ材からの取り
外し作業を容易に行うことができるパイプ材固定具、パイプ材固定構造及びパイプ材固定
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方法の提供を目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するためになされた発明は、
　開口側先端付近に挿通孔を有する第一パイプ材と、上記第一パイプ材の開口に挿入され
た状態で上記挿通孔と重なり合う位置に係止穴を有する第二パイプ材とを連結するパイプ
材固定具であって、
　上記第一パイプ材に周方向に嵌合する断面略Ｃ字状の連結部と、
　上記連結部の内面に形成され、上記挿通孔及びこの挿通孔と重なり合って配置される係
止穴に嵌合される第一突起部と
を有し、
　上記第一突起部が、
　上記挿通孔に嵌合される基部と、
　この基部の上方に延設され、上端から下端側縁にかけて周方向に傾斜した形状を有する
先端部と
　を有するパイプ材固定具である。
【００１２】
　当該パイプ材固定具は、第一パイプ材の開口に第二パイプ材の一端を挿入させ、第一パ
イプ材の挿通孔及び第二パイプ材の係止穴が重なり合った状態において、これらの挿通孔
及び係止穴に第一突起部を嵌合させるものである。当該パイプ材固定具は、第一突起部を
第一パイプ材の挿通孔及び第二パイプ材の係止穴に嵌合することによって、第一パイプ材
及び第二パイプ材を所定の位置に固定することができる。また、当該パイプ材固定具は、
連結部を第一パイプ材の外周に嵌合させることによって、パイプ材固定具自体を第一パイ
プ材の所定位置に固定することができる。その結果、当該パイプ材固定具は、第一パイプ
材及び第二パイプ材を確実に連結することができる。
【００１３】
　加えて、当該パイプ材固定具は、連結部が略Ｃ字状に形成されているので、第一パイプ
材及び第二パイプ材が連結された状態で外部に突起される部分を少なくすることができる
。従って、当該パイプ材固定具は、第一パイプ材及び第二パイプ材が連結された状態で、
作業者等が誤ってパイプ材固定具に接触するという事態を抑制することができ、ひいては
、かかる接触によって第一パイプ材及び第二パイプ材の連結が不意に解除されたり、接触
に伴い作業者等が負傷するというおそれを低減することができる。
【００１４】
　当該パイプ材固定具は、第一パイプ材及び第二パイプ材を連結するためには、第一突起
部を第一パイプ材の挿通孔及び第二パイプ材の係止穴に嵌合させ、連結部を第一パイプ材
の周方向に嵌合すればよいので、極めて簡便な作業で第一パイプ材及び第二パイプ材を連
結することができる。
【００１５】
　当該パイプ材固定具は、第一突起部の先端部が上端から下端側縁にかけて周方向に傾斜
した形状を有しているので、第一パイプ材及び第二パイプ材が連結されている状態で、第
一パイプ材を傾斜形状が形成されている方向に回転させるだけでこの連結を極めて容易に
解除することができる。
【００１６】
　当該パイプ材固定具は、上記先端部が、上記第二パイプ材の挿入方向側において、上端
から下端側縁にかけて傾斜した形状を有しているとよい。これにより、予め第一パイプ材
にパイプ材固定具が取り付けられた状態で、第二パイプ材を第一パイプ材の開口から挿入
するだけで、第一パイプ材及び第二パイプ材を連結することができる。従って、当該パイ
プ材固定具は、第一パイプ材及び第二パイプ材をさらに容易に連結することができる。ま
た、当該パイプ材固定具は、常時第一パイプ材に取り付けられていてもよいので、現場へ
の運搬時等の部品点数を減らすことができ、作業効率をさらに向上させることができる。
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【００１７】
　当該パイプ材固定具は、上記先端部が、上記第二パイプ材の抜き取り方向側において、
径方向と略平行に形成される非傾斜形状を有しているとよい。これにより、第一パイプ材
及び第二パイプ材が連結された状態で第一パイプ材及び第二パイプ材を乖離させる方向に
力が加えられても、第二パイプ材の係止穴が先端部によって確実に係止されるので、第一
パイプ材及び第二パイプ材の連結を確実に維持することができる。
【００１８】
　当該パイプ材固定具が、対向する一対の挿通孔を開口側先端付近に有する第一パイプ材
と、上記第一パイプ材の開口に挿入された状態で上記一対の挿通孔と重なりあう位置に一
対の係止穴を有する第二パイプ材とを連結するものであり、上記連結部の内面に形成され
、上記一対の挿通孔のうち上記第一突起部が嵌合されない方の挿通孔及びこの挿通孔と重
なり合って配置される係止穴に嵌合される第二突起部を有し、上記第二突起部が、上記第
一突起部が有する傾斜形状と対向する位置に傾斜形状を有しているとよい。これにより、
第一パイプ材及び第二パイプ材を第一突起部及び第二突起部によりさらに確実に連結する
ことができる。また、当該パイプ材固定具は、第一パイプ材及び第二パイプ材が連結され
ている状態で、第一パイプ材を第一突起部及び第二突起部の傾斜形状が形成されている方
向に回転させるだけでこの連結を極めて容易に解除することができる。
【００１９】
　当該パイプ材固定具は、上記連結部の端部から外側に向けて湾曲して延出される把持部
を有するとよい。これにより、この把持部を用いてパイプ材固定具を容易に取付け及び取
り外しすることができる。
【００２０】
　従って、一又は対向する一対の挿通孔を開口側先端付近に有する第一パイプ材と、上記
第一パイプ材の開口に挿入された状態で上記一又は一対の挿通孔と重なり合う位置に係止
穴を有する第二パイプ材とが、当該パイプ材固定具を用いて連結されたパイプ材固定構造
によると、極めて簡便な作業で第一パイプ材及び第二パイプ材を連結することができる。
また、当該パイプ材固定構造によると、第一パイプ材及び第二パイプ材の連結状態を極め
て容易に解除することができる。
【００２１】
　また、上記課題を解決するためになされた別の発明は、
　開口側先端付近に挿通孔を有する第一パイプ材と、上記第一パイプ材の開口に挿入され
た状態で上記挿通孔と重なり合う位置に係止穴を有する第二パイプ材とを、当該パイプ材
固定具によって連結するパイプ材固定方法であって、
　上記挿通孔及びこの挿通孔と重なり合って配置される係止穴に上記第一突起部を嵌合す
る第一嵌合ステップと、
　上記連結部を上記第一パイプ材の周方向に嵌合する第二嵌合ステップと
　を有するパイプ材固定方法である。
【００２２】
　当該パイプ材固定方法は、第一パイプ材の開口に第二パイプ材の一端を挿入させ、第一
パイプ材の挿通孔及び第二パイプ材の係止穴が重なり合った状態において、これらの挿通
孔及び係止穴に第一突起部を嵌合させるものである。当該パイプ材固定方法は、第一突起
部を第一パイプ材の挿通孔及び第二パイプ材の係止穴に嵌合することによって、第一パイ
プ材及び第二パイプ材を所定の位置に固定することができる。また、当該パイプ材固定方
法は、連結部を第一パイプ材の外周に嵌合させることによって、パイプ材固定具自体を第
一パイプ材の所定位置に固定することができる。その結果、当該パイプ材固定方法は、第
一パイプ材及び第二パイプ材を確実に連結することができる。
【００２３】
　当該パイプ材固定方法によると、第一パイプ材及び第二パイプ材を連結するためには、
第一突起部を第一パイプ材の挿通孔及び第二パイプ材の係止穴に嵌合させ、連結部を第一
パイプ材の周方向に嵌合すればよいので、極めて簡便な作業で第一パイプ材及び第二パイ
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プ材を連結することができる。
【００２４】
　当該パイプ材固定方法によると、第一突起部の先端部が上端から下端側縁にかけて周方
向に傾斜した形状を有しているので、第一パイプ材及び第二パイプ材が連結されている状
態で、第一パイプ材を傾斜形状が形成されている方向に回転させるだけでこの連結を極め
て容易に解除することができる。
【発明の効果】
【００２５】
　以上説明したように、本発明のパイプ材固定具、パイプ材固定構造及びパイプ材固定方
法は、複数のパイプ材をパイプ材固定具を用いて容易かつ確実に連結することができると
ともに、これらのパイプ材の取り外し作業も容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態に係るパイプ材固定具を示す模式的平面図である。
【図２】図１のパイプ材固定具の取付け手順を示すフローチャートである。
【図３】図１のパイプ材固定具の取り外し手順を示すフローチャートである。
【図４】図１のパイプ材固定具の着脱状況を示す模式的端面図である。
【図５】図１のパイプ材固定具とは異なる形態に係るパイプ材固定具を示す模式的平面図
である。
【図６】図５のパイプ材固定具のＡ－Ａ端面図である。
【図７】図５のパイプ材固定具の取付け手順を示すフローチャートである。
【図８】図５のパイプ材固定具の取付け状況を示す模式的端面図である。
【図９】図１、図５のパイプ材固定具とは異なる形態に係るパイプ材固定具を示す模式的
平面図である。
【図１０】図９のパイプ材固定具の着脱状況を示す模式的端面図である。
【図１１】図１、図５、図９のパイプ材固定具とは異なる形態に係るパイプ材固定具を示
す模式的平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、適宜図面を参照しつつ本発明の実施の形態を詳説する。
【００２８】
　図１のパイプ材固定具１は、連結部２と、第一突起部３とを有している。
【００２９】
　パイプ材固定具１は、開口側先端付近に挿通孔を有する第一パイプ材と、第一パイプ材
の開口に挿入された状態でこの挿通孔と重なり合う位置に係止穴を有する第二パイプ材と
を連結する固定具である。なお、図１では、第二パイプ材の係止穴は凹状に形成されてい
るが、この係止穴は第二パイプ材の径方向に貫通されたものであってもよい。
【００３０】
　連結部２は、断面略Ｃ字状に形成されている。連結部２は、内面４を第一パイプ材の外
周に嵌合させる。連結部２は、内面４を第一パイプ材に嵌合させるものであるため、連結
部２の内径は第一パイプ材の外径と同程度とされている。なお、連結部２の両端付近の内
径は、第一パイプ材に確実に嵌合されるように、第一パイプ材の外径よりもやや小さくな
っていてもよい。連結部２は、両端部を第一パイプ材の外径以上に開き、その中に第一パ
イプ材を挿入することにより第一パイプ材に嵌合される。それゆえ、連結部２は、両端を
第一パイプ材の外径以上に開くことができるだけの可撓性を有している。連結部２の材質
としては、特に限定されないが、一般的には金属が好適に用いられる。連結部２に用いら
れる金属としては、例えば、アルミニウム合金、ステンレス、銅、銅合金等を挙げること
ができる。
【００３１】
　第一突起部３は、連結部２の内面４に形成される。第一突起部３は、第一パイプ材の挿
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通孔及びこの挿通孔と重なり合って配置される第二パイプ材の係止穴に嵌合される。第一
突起部３は、連結部２に連結され、第一パイプ材の挿通孔に嵌合される略円柱状の基部５
と、基部５の上方に延設され、上端から下端側縁にかけて周方向に傾斜した形状を有する
先端部６とを有している。第一突起部３の径は、第一パイプ材の挿通孔及び第二パイプ材
の係止穴に嵌合される大きさであれば特に限定されない。第一突起部３の径は、第一パイ
プ材の挿通孔及び第二パイプ材の係止穴の径と等しくなるほど、第一パイプ材及び第二パ
イプ材と強固に嵌合されることができる。
【００３２】
　第一突起部３のうち基部５の高さは、嵌合される第一パイプ材の挿通孔の奥行き以下で
ある限り特に限定されないが、この挿通孔の奥行きの１／２以上であることが好ましく、
２／３以上であることがさらに好ましい。第一突起部３の高さ（基部５及び先端部６を合
計した高さ）は、嵌合される第一パイプ材の挿通孔の奥行きより大きく、かつこの挿通孔
及び第二パイプ材の係止穴の奥行きの合計より小さい限り特に限定されないが、第二パイ
プ材が有する係止穴の１／２以上の奥行きまで嵌合できるだけの高さを有していることが
好ましく、２／３以上の奥行きまで嵌合できるだけの高さを有していることがさらに好ま
しい。第一突起部３が上記高さに設定されることで、当該パイプ材固定具１は、第一突起
部３により、第一パイプ材の挿通孔及び第二パイプ材の係止穴を確実に係止することがで
きる。また、第一突起部３が上記高さに設定されることで、第一パイプ材及び第二パイプ
材の連結状態を容易に解除することができる。
【００３３】
　なお、第二パイプ材の係止穴が径方向に貫通されている場合、第一突起部３の高さは、
必ずしも、嵌合される第一パイプ材の挿通孔及び第二パイプ材の係止穴の奥行きの合計以
下でなくてもよい。
【００３４】
　第一突起部３の材質としては、第一パイプ材及び第二パイプ材を確実に係止できる限り
特に限定されないが、一般的には金属が好適に用いられる。第一突起部３に用いられる金
属としては、例えば、アルミニウム合金、ステンレス、銅、銅合金等を挙げることができ
る。
【００３５】
　次に、図２～図４を参照して、第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２をパイプ材固定
具１により連結する手順及び第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２の連結を解除する手
順について説明する。なお、第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２としては、市販され
ている汎用のパイプ材を用いることができる。
【００３６】
　パイプ材挿入ステップ（ＳＴＰ１）は、図４（ａ）に示すように、第一パイプ材１１の
挿通孔１３及び第二パイプ材１２の係止穴１４が重なり合うように、第一パイプ材１１の
開口から第二パイプ材１２の一端を挿入するステップである。ＳＴＰ１では、作業者は、
まず、第一パイプ材１１の開口と第二パイプ材１２の一端とを向かい合わせ、第一パイプ
材１１の開口から第二パイプ材１２の一端を挿入する。続いて、作業者は、第一パイプ材
１１の挿通孔１３と第二パイプ材１２の係止穴１４とが重なり合うように、第一パイプ材
１１及び第二パイプ材１２の位置関係を調整する。
【００３７】
　第一嵌合ステップ（ＳＴＰ２）は、図４（ｂ）に示すように、第一パイプ材１１の挿通
孔１３及びＳＴＰ１により挿通孔１３と重なり合って配置される第二パイプ材１２の係止
穴１４にパイプ材固定具１の第一突起部３を嵌合するステップである。当該パイプ材固定
具１は、第一突起部３の基部５の高さが挿通孔１３の奥行き以下とされているので、挿通
孔１３は、基部５により、又は基部５及び基部５の上方から延出する先端部６により、確
実に係止される。また、当該パイプ材固定具１は、第一突起部３の高さが第一パイプ材１
１の挿通孔１３の奥行きよりも大きく設定されているので、第二パイプ材１２の係止穴１
４は、先端部６により確実に係止される。
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【００３８】
　第二嵌合ステップ（ＳＴＰ３）は、図４（ｃ）に示すように、連結部２を第一パイプ材
１１の周方向に嵌合するステップである。ＳＴＰ３は、連結部２の内面４を第一パイプ材
１１の外周に沿うように重ね合わせることにより行われる。当該パイプ材固定具１は、連
結部２の内径が第一パイプ材１１の外径と同程度とされているので、連結部２を第一パイ
プ材１１の外周に重ね合わせることにより、パイプ材固定具１を第一パイプ材１１の所定
の位置で固定することができる。
【００３９】
　続いて、第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２の連結を解除する手順について説明す
る。
【００４０】
　パイプ材回転ステップ（ＳＴＰ４）は、ＳＴＰ１からＳＴＰ３を経てパイプ材固定具１
によって第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２が連結された状態において、第一パイプ
材１１を第二パイプ材１２の周方向に回転させるステップである。ＳＴＰ４では、図４（
ｄ）に示すように、作業者は、第一パイプ材１１を第二パイプ材１２の周方向かつパイプ
材固定具１の第一突起部３が傾斜形状を有している方向に回転させる。第一突起部３が挿
通孔１３及び係止穴１４に嵌合された状態で基部５は挿通孔１３までしか挿入されていな
いので、かかる回転を加えることにより、先端部６の傾斜面が第二パイプ材１２の表面を
摺動し、第一突起部３と係止穴１４との嵌合は容易に解除される。その結果、第一パイプ
材１１及びパイプ材固定具１は、極めて容易に第二パイプ材１２から取り外される。
【００４１】
　なお、作業者が第一パイプ材１１を傾斜形状が設けられている方向と逆の方向に回転さ
せようと場合には、第二パイプ材１２の係止穴１４と先端部６との嵌合が解除されないた
め、第一パイプ材１１を第二パイプ材１２から取り外すことはできない。従って、当該パ
イプ材固定具１は、作業者が意識的に第一パイプ材１１を所定の方向に回転させることに
より第一パイプ材１１と第二パイプ材１２との連結を容易に解除することができる一方、
不意に周方向に力が加えられた場合でも、第一パイプ材１１と第二パイプ材１２との連結
状態を維持することができる。また、当該パイプ材固定具１は、第一パイプ材１１及び第
二パイプ材１２の軸方向に力が加えられた場合については、第一突起部３が係止穴１４に
係止されているため、第一パイプ材１１と第二パイプ材１２との連結を確実に保つことが
できる。
【００４２】
　当該パイプ材固定具１は、第一パイプ材１１の開口に第二パイプ材１２の一端を挿入さ
せ、第一パイプ材１１の挿通孔１３及び第二パイプ材の係止穴１４が重なり合った状態に
おいて、これらの挿通孔１３及び係止穴１４に第一突起部３を嵌合させるものである。当
該パイプ材固定具１は、第一突起部３を第一パイプ材１１の挿通孔１３及び第二パイプ材
１２の係止穴１４に嵌合することによって、第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２を所
定の位置に固定することができる。また、当該パイプ材固定具１は、連結部２を第一パイ
プ材１１の外周に嵌合させることによって、パイプ材固定具１自体を第一パイプ材１１の
所定位置に固定することができる。その結果、当該パイプ材固定具１は、第一パイプ材１
１及び第二パイプ材１２を確実に連結することができる。
【００４３】
　加えて、当該パイプ材固定具１は、連結部２が略Ｃ字状に形成されているので、第一パ
イプ材１１及び第二パイプ材１２が連結された状態で外部に突起される部分を少なくする
ことができる。従って、当該パイプ材固定具１は、第一パイプ材１１及び第二パイプ材１
２が連結された状態で、作業者等が誤ってパイプ材固定具１に接触するという事態を抑制
することができ、ひいては、かかる接触によって第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２
の連結が不意に解除されたり、接触に伴い作業者等が負傷するというおそれを低減するこ
とができる。
【００４４】
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　当該パイプ材固定具１は、第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２を連結するためには
、第一突起部３を第一パイプ材１１の挿通孔１３及び第二パイプ材１２の係止穴１４に嵌
合させ、連結部２を第一パイプ材１１の周方向に嵌合すればよいので、極めて簡便な作業
で第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２を連結することができる。
【００４５】
　当該パイプ材固定具１は、第一突起部３の先端部６が上端から下端側縁にかけて周方向
に傾斜した形状を有しているので、第一パイプ材１１及び第二パイプ材１２が連結されて
いる状態で、第一パイプ材１１を傾斜形状が形成されている方向に回転させるだけでこの
連結を極めて容易に解除することができる。
【００４６】
　図５のパイプ材固定具２１は、連結部２と、第一突起部２２と、第二突起部２３とを有
している。連結部２は、図１のパイプ材固定具１と同様のため、同一番号を付して説明を
省略する。
【００４７】
　第一突起部２２は、連結部２の内面４に形成される。第一突起部２２は、連結部２に連
結される略円柱状の基部２４と、基部２４の上方に延設され、上端から下端側縁にかけて
周方向に傾斜した形状を有する先端部２５とを有している。
【００４８】
　先端部２５は、図６に示すように、第二パイプ材の挿入方向側において、上端から下端
側縁にかけて傾斜した形状を有している。また、先端部２５は、第二パイプ材の抜き取り
方向側において、径方向と略平行に形成される非傾斜形状を有している。
【００４９】
　第一突起部２２の高さ及び径は、第一突起部３と同様の大きさとすることができる。ま
た、第一突起部２２の材質は、第一突起部３と同様とすることができる。
【００５０】
　第二突起部２３は、連結部２の内面４に形成される。第二突起部２３は、略円柱状に形
成されている。第二突起部２３は、第一パイプ材の挿通孔のうち、第一突起部２２が嵌合
される挿通孔と対向して設けられる挿通孔に嵌合される。第二突起部２３の径は、第一パ
イプ材の挿通孔に嵌合される大きさであれば特に限定されない。第二突起部２３は、径の
大きさが、第一パイプ材の挿通孔の径と等しくなるほど、第一パイプ材と強固に嵌合され
ることができる。第二突起部２３の高さは、嵌合される第一パイプ材の挿通孔の奥行き以
下である限り特に限定されないが、この挿通孔の奥行きの１／２以上であることが好まし
く、２／３以上であることがさらに好ましい。第二突起部２３が上記高さに設定されるこ
とで、当該パイプ材固定具２１は、第二突起部２３により、第一パイプ材の挿通孔を確実
に係止することができる。
【００５１】
　図７及び図８を参照して、第一パイプ材３１及び第二パイプ材３２をパイプ材固定具２
１により連結する手順について説明する。なお、第一パイプ材３１及びパイプ材固定具２
１を第二パイプ材３２から取り外す手順は、第一パイプ材１１及びパイプ材固定具１を第
二パイプ材１２から取り外す手順と同様である。従って、第一パイプ材３１及びパイプ材
固定具２１を第二パイプ材３２から取り外した状態では、図８（ａ）に示すように、パイ
プ材固定具２１は第一パイプ材３１と連結されている。それゆえ、以下では、パイプ材固
定具２１が第一パイプ材３１とのみ連結された状態で、第二パイプ材３２をパイプ材固定
具２１及び第一パイプ材３１に連結する手順について説明する。
【００５２】
　なお、当該パイプ材固定具２１は、第二突起部２３を有しているため、パイプ材固定具
２１を第一パイプ材３１に取り付けるためには、第二突起部２３を第一パイプ材３１の挿
通孔３４に嵌合させる必要がある。作業者は、第一突起部２２を挿通孔３３及び係止穴３
５に嵌合させたうえで、第二突起部２３を挿通孔３４に重ね合わせることにより、第二突
起部２３を挿通孔３４に容易に嵌合させることができる。
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【００５３】
　パイプ材挿入ステップ（ＳＴＰ１１）は、第一パイプ材３１の挿通孔３３及び第二パイ
プ材３２の係止穴３５が重なり合うように、第一パイプ材３１の開口から第二パイプ材３
２の一端を挿入するステップである。ＳＴＰ１１では、作業者は、第一パイプ材３１の開
口と第二パイプ材３２の一端とを向かい合わせる。次に、作業者は、第一パイプ材３１の
挿通孔３３と第二パイプ材３２の係止穴３５とが軸方向において重なり合うように、第一
パイプ材３１及び第二パイプ材３２の位置を調整する。さらに、作業者は、第一パイプ材
３１の挿通孔３３と第二パイプ材３２の係止穴３５とが周方向においても重なり合う位置
まで、第二パイプ材３２の一端を第一パイプ材３１の開口から挿入する。かかる作業によ
り、パイプ材固定具２１の第一突起部２２は、第二パイプ材３２の係止穴３５に嵌合され
、第一パイプ材３１及第二パイプ材３２は、パイプ材固定具２１により連結される。
【００５４】
　具体的には、第一突起部２２が挿通孔３３に嵌合された状態で基部２４は挿通孔３３の
奥行きよりも小さく設定されているので、第一突起部２２のうちで挿通孔３３から突出し
た部分には先端部２５が形成されている。そして、先端部２５は、第二パイプ材３２の挿
入方向側において、上端から下端側縁にかけて傾斜した形状を有している。従って、第一
パイプ材３１の開口から第二パイプ材３２の一端を挿入させていくと、先端部２５の傾斜
面は、先端部２５が係止穴３５に嵌合されるまで第二パイプ材３２の表面を摺動する。そ
れゆえ、当該パイプ材固定具２１は、第二パイプ材３２の一端を第一パイプ材３１の開口
から挿入するのみにより、第一パイプ材３１及び第二パイプ材３２を連結することができ
る。
【００５５】
　なお、当該パイプ材固定具２１は、先端部２５が第二パイプ材３２の抜き取り方向側に
おいて、径方向と略平行に形成される非傾斜形状を有しているので、第一パイプ材３１及
び第二パイプ材３２が連結されている状態において、第一パイプ材３１と第二パイプ材３
２とを乖離させる方向に力が加えられてとしても、非傾斜部２５と係止穴３５とが係合さ
れているので、連結状態を保つことができる。
【００５６】
　当該パイプ材固定具２１は、先端部２５が、第二パイプ材３２の挿入方向側において、
上端から下端側縁にかけて傾斜した形状を有しているので、予め第一パイプ材３１にパイ
プ材固定具２１が取り付けられた状態で、第二パイプ材３２を第一パイプ材３１の開口か
ら挿入するだけで、第一パイプ材３１及び第二パイプ材３２を連結することができる。従
って、当該パイプ材固定具２１は、第一パイプ材３１及び第二パイプ材３２をさらに容易
に連結することができる。また、当該パイプ材固定具２１は、常時第一パイプ材３１に取
り付けられていてもよいので、現場への運搬時等の部品点数を減らすことができ、作業効
率をさらに向上させることができる。
【００５７】
　当該パイプ材固定具２１は、先端部２５が、第二パイプ材３２の抜き取り方向側におい
て、径方向と略平行に形成される非傾斜形状を有しているので、第一パイプ材３１及び第
二パイプ材３２が連結された状態で第一パイプ材３１及び第二パイプ材３２を乖離させる
方向に力が加えられても、第二パイプ材３２の係止穴３５が先端部２５によって確実に係
止されるので、第一パイプ材３１及び第二パイプ材３２の連結を確実に維持することがで
きる。
【００５８】
　当該パイプ材固定具２１は、第一パイプ材３１の挿通孔３４と嵌合される第二突起部２
３を有しているので、パイプ材固定具２１と第一パイプ材３１及び第二パイプ材３２との
連結をさらに強固に維持することができる。
【００５９】
　図９のパイプ材固定具４１は、連結部２と、第一突起部３と、第二突起部４２とを有し
ている。連結部２及び第一突起部３は、図１のパイプ材固定具１と同様のため、同一番号
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を付して説明を省略する。
【００６０】
　パイプ材固定具４１は、対向する一対の挿通孔を開口側先端付近に有する第一パイプ材
と、この第一パイプ材の開口に挿入された状態でこの一対の挿通孔と重なりあう位置に一
対の係止穴を有する第二パイプ材とを連結する固定具である。
【００６１】
　第二突起部４２は、連結部２の内面４に形成されている。第二突起部４２は、第一パイ
プ材が有する一対の挿通孔のうち第一突起部３が嵌合されない方の挿通孔及びこの挿通孔
と重なり合って配置される第二パイプ材の係止穴に嵌合される。第二突起部４２は、第一
突起部３と同様、連結部２に連結され、第一パイプ材の挿通孔と嵌合される略円柱状の基
部４３と、基部４３の上方に延設され、上端から下端側縁にかけて周方向に傾斜した形状
を有する先端部４４とを有している。先端部４４は、第一突起部３の先端部６が有する傾
斜形状と対向する位置に傾斜形状を有している。第二突起部４２の大きさ及び材質は、第
一突起部３と同様とされている。
【００６２】
　図１０を参照して、第一パイプ材５１及び第二パイプ材５２をパイプ材固定具４１によ
り連結する手順及び第一パイプ材５１及び第二パイプ材５２の連結を解除する手順につい
て説明する。
【００６３】
　まず、パイプ材固定具４１を用いて第一パイプ材５１及び第二パイプ材５２を連結する
手順について説明する。
【００６４】
　作業者は、第一パイプ材５１の開口と第二パイプ材５２の一端とを向かい合わせ、第一
パイプ材５１の開口から第二パイプ材５２の一端を挿入する。そして、作業者は、図１０
（ａ）に示すように、第一パイプ材５１の挿通孔５３と第二パイプ材５２の係止穴５５、
及び第一パイプ材５１の挿通孔５４と第二パイプ材５２の係止穴５６とがそれぞれ重なり
合うように、第一パイプ材５１及び第二パイプ材５２の位置関係を調整する。
【００６５】
　次に、作業者は、図１０（ｂ）に示すように、パイプ材固定具４１の第一突起部３を第
一パイプ材５１の挿通孔５３及び第二パイプ材５２の係止穴５５に嵌合し、パイプ材固定
具４１の第二突起部４２を第一パイプ材５１の挿通孔５４及び第二パイプ材５２の係止穴
５６に嵌合する。これにより、第一パイプ材５１及び第二パイプ材５２は、パイプ材固定
具４１により容易に連結される。
【００６６】
　続いて、第一パイプ材５１及び第二パイプ材５２の連結を解除する手順について説明す
る。
【００６７】
　まず、作業者は、図１０（ｃ）に示すように、第一パイプ材５１を第二パイプ材５２の
周方向かつパイプ材固定具４１の第一突起部３及び第二突起部４２が傾斜形状を有してい
る方向に回転させる。第一突起部３が挿通孔５３及び係止穴５５に嵌合された状態で基部
５は挿通孔５３までしか挿入されておらず、かつ第二突起部４２が挿通孔５４及び係止穴
５６に嵌合された状態で基部４３は挿通孔５４までしか挿入されていないので、かかる回
転を加えることにより、先端部６の傾斜面及び先端部４４の傾斜面は第二パイプ材５２の
表面を摺動し、第一突起部３と係止穴５５との嵌合及び第二突起部４２と係止穴５６との
嵌合は容易に解除される。その結果、第一パイプ材５１及びパイプ材固定具４１は、極め
て容易に第二パイプ材５２から取り外される。
【００６８】
　なお、作業者が第一パイプ材５１を第一突起部３及び第二突起部４２の傾斜形状が設け
られている方向と逆の方向に回転させようとした場合には、第二パイプ材５２の係止穴５
５と第一突起部３との嵌合を解除することができず、かつ第二パイプ材５２の係止穴５６
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と第二突起部４２との嵌合も解除されないため、第一パイプ材５１を第二パイプ材５２か
ら取り外すことはできない。従って、当該パイプ材固定具４１は、作業者が意識的に第一
パイプ材５１を所定の方向に回転させることにより第一パイプ材５１と第二パイプ材５２
との連結を容易に解除することができる一方、不意に周方向に力が加えられた場合でも、
第一パイプ材５１と第二パイプ材５２との連結状態を維持することができる。また、当該
パイプ材固定具４１は、第一パイプ材５１及び第二パイプ材５２の軸方向に力が加えられ
た場合については、第一突起部３が係止穴５５に係止され、かつ第二突起部４２が係止穴
５６に係止されているため、第一パイプ材５１と第二パイプ材５２との連結を確実に保つ
ことができる。
【００６９】
　当該パイプ材固定具４１は、第一パイプ材５１及び第二パイプ材５２を第一突起部３及
び第二突起部４２によりさらに確実に連結することができる。また、当該パイプ材固定具
４１は、第一パイプ材５１及び第二パイプ材５２が連結されている状態で、第一パイプ材
５１を第一突起部３及び第二突起部４２の傾斜形状が形成されている方向に回転させるだ
けでこの連結を極めて容易に解除することができる。
【００７０】
　図１１のパイプ材固定具６１は、連結部２と、第一突起部３と、第二突起部２３と、把
持部６２とを有している。連結部２及び第一突起部３は、図１のパイプ材固定具１と同様
であり、第二突起部２３は、図５のパイプ材固定具２１と同様であるため、同一番号を付
して説明を省略する。
【００７１】
　把持部６２は、連結部２の第二突起部２３側の端部から外側に向けて湾曲して延出され
ている。把持部６２は、連結部２と同様の材質により連結部２と一体的に構成されている
。把持部６２の大きさとしては、特に限定されないが、一般的には親指と人差し指とでつ
まめる程度とされている。
【００７２】
　当該パイプ材固定具６１は、第一突起部３を第一パイプ材の挿通孔及び第二パイプ材の
係止穴に嵌合させ、さらに把持部６２をつまんで第二突起部２３を第一パイプ材の他方の
挿通孔に嵌合させることで、第一パイプ材及び第二パイプ材を容易に連結することができ
る。また、当該パイプ材固定具６１は、把持部６２をつまんで第一パイプ材及び第二パイ
プ材から容易に取り外すことができる。加えて、当該パイプ材固定具６１は、把持部６２
の大きさを上記程度とすることにより、作業者等が誤って把持部６２に接触するという事
態を抑制することができ、ひいては、かかる接触に基づいて作業者等が負傷するというお
それを低減することができる。
【００７３】
　なお、本発明のパイプ材固定具、パイプ材固定構造及びパイプ材固定方法は、上記態様
の他、種々の変更、改良を施した態様で実施することができる。例えば、把持部は、連結
部の第一突起部側に設けられていてもよく、連結部の両端に設けられてもよい。先端部の
傾斜形状は、必ずしも平面上、湾曲状等滑らかな形状として形成されている必要ななく、
例えば複数の階段状に形成されていてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７４】
　以上説明したように、本発明のパイプ材固定具、パイプ材固定構造及びパイプ材固定方
法は、複数のパイプ材をパイプ材固定具を用いて容易かつ確実に連結することができると
ともに、これらのパイプ材の取り外し作業も容易に行うことができる。従って、本発明の
パイプ材固定具、パイプ材固定構造及びパイプ材固定方法は、仮設足場や組立てラックに
使用されるパイプ材等、種々のパイプ材を連結するのに適している。
【符号の説明】
【００７５】
　１　パイプ材固定具
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　２　連結部
　３　第一突起部
　４　内面
　５　基部
　６　先端部
　１１　第一パイプ材
　１２　第二パイプ材
　１３　挿通孔
　１４　係止穴
　２１　パイプ材固定具
　２２　第一突起部
　２３　第二突起部
　２４　基部
　２５　先端部
　３１　第一パイプ材
　３２　第二パイプ材
　３３　挿通孔
　３４　挿通孔
　３５　係止穴
　４１　パイプ材固定具
　４２　第二突起部
　４３　基部
　４４　先端部
　５１　第一パイプ材
　５２　第二パイプ材
　５３　挿通孔
　５４　挿通孔
　５５　係止穴
　５６　係止穴
　６１　パイプ材固定具
　６２　把持部
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【図９】

【図１０】 【図１１】



(16) JP 2012-167709 A 2012.9.6

フロントページの続き

(74)代理人  100133651
            弁理士　森田　慶子
(72)発明者  大田　覚
            兵庫県高砂市荒井町蓮池２丁目８番４号
Ｆターム(参考) 3J039 AA03  BB01  JA07  JA11 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

